
第２９８回例会　秋の梵釈寺境内と里山の植物観察

　　〈開催日時〉　２０２３年９月２４日（日）
　　〈集合場所〉　梵釈寺 １０：００ 
　　〈参 加 者〉　 担当幹事以下　２０名
　　　                今年度の例会は雨で中止が続き、久しぶりの観察会になりました。
　　　                副住職からの「梵釈寺由来や現状」についての説明があり、保全活動をしている阿部さんや住職の奥様にも
　　　                参加頂きました。一般参加者が多く集まり、総勢２０名の観察会になりました。

【梵釈寺境内と奥の森】　
境内自宅前の庭　集合・受付 ヒガンバナ　今年は開花が遅かった アキノワスレグサ　初めて見ました

ウメモドキ　果実がびっしり

荒れていた斜面が保護活動で復活 ツクシハギ　復活の優等生 コムラサキ

サルマメ

ケミヤコザサ　葉裏はビロード ミヤマガマズミの果実 ベニイグチ

ガガイモの花と果実

水辺は　ヒメジソの群落　イヌコウジュとの比較、葉の丸みと香りが違う



ハイチゴザサ イノシシの罠 タブノキ

ため池へ続く観察路 アカヤマドリ ボントクタデ

いち早い秋の便り　ヤマハゼ ネコハギ

ツルリンドウ タカノツメの実生 コクラン

コシアブラ クロバイ モチツツジ

　　ギンリョウソウモドキ　本日の目玉植物だったが群生地はスズメバチ対策で見れず　　　　　昨年の果実、ここには出ておらず



イボクサ

ノリウツギ カクレミノの落ち葉　形が色々 観察風景

【梵釈寺の周囲】　昼食後、境内と周囲の植物を観察した

ツボクサ アキネジバナ　名前があった ウシクサ

コセンダングサ

クロヤツシロラン　貴重な出会い イヌガラシ ザクロソウ

本日の主役　ノササゲ

ヤマニガナの花と葉



トキワハゼ アラカシ　小さなどんぐりの顔 ユズリハの雌株

参加者のみなさん

【感想】
　　今年の例会は、雨で中止が続きましたが、今日は青空の下で観察会ができました。
　　観察の目玉だった「ギンリョウソウの群落」はスズメバチの巣ができ、近づけませんでした。
　　でも、観察路の脇きに少し出ていて見ることができました。
　　「ノカンゾウ」と思って見ていたのが、中国原産の「アキノワスレグサ」と知りました。
　　また、季節外れのネジバナが「アキネジバナ」と命名されていて、無知を実感しました。
　　参加者の皆様、楽しい時間をありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　広報：村山和夫


